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1
ジ
ャ
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ァ
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運
動
の
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽

ω

一
、
は
じ
め
に

、、

日
本
で
は
(
故
郷
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
も
そ
う
だ

(
1
)
 

が
〉
レ
ゲ
品
ハ
問
仲
間
一
間
酔
ろ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
o

レ
ゲ
エ
と
は
、
つ
い
五

月
十
一
日
急
逝
し
た
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
、
ポ
ブ
・
マ

i
レ
イ
が
代
表
的
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
一
人
で
名
を
覇
し
た
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
ス
ラ
ム
生
ま
れ
の

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
で
あ
る
。
そ
の
誕
生
、
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
の
が
、

ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
(
河
同

a
E
R
Uろ
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。
ボ

ブ
・
マ

1
レ
イ
も
然
り
。
ゆ
え
に
レ
ゲ
エ
は
、
ラ
ス
タ
(
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア

ン
の
腕
時
称
〉
音
楽
と
ほ
ぼ
同
一
視
さ
れ
て
き
た
。

ジ
ャ
マ
イ
カ
の
人
口
約
一
一
一

O
万
の
う
ち
半
分
以
上
が
ラ
ス
タ
で
あ
る
、

と
い
う
幾
分
大
袈
裟
な
表
現
も
飛
び
出
す
程
、
後
ら
は
一
大
勢
力
と
な
っ
て

M
H

ラ
ス
タ
グ
音
楽
は
、

長

嶋

佳

子

い
る
。
こ
の
中
に
は
レ
ゲ
エ
関
係
者
も
含
ま
れ
る
。
が
、
ラ
ス
タ
の
中
に
も
、

レ
ゲ
エ
は
ラ
ス
タ
の
音
楽
で
な
い
と
断
言
す
る
者
は
か
な
り
存
在
す
る
。

そ

〈

2
〉

の
彼
ら
は
自
ら
の
音
楽
を
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ

(
Z
苫
σ
百聞
F
C
と
称
し
、
こ
れ

こ
そ
が
つ
ブ
ス
タ
寸
ン
の
ん

i
ツ
音
楽
」
と
鼻
を
拙
鳴
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
ハ
日
ラ
ス
タ
マ

γ
〉
の
定
義
に
は
、
様
々
な
理
由
で

困
難
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
故
エ
チ
オ
ピ
ア
皇
帝
、
ハ
イ
レ
・
セ
ラ
シ
エ

(
岡
山
色

Hop-同
相
田
町
市
阿
在
位
一
九
三

O
J七
五
)
を
神
格
化
し
、
あ
る
い
は

〈

3
〉

特
別
な
敬
意
を
払
う
対
象
と
す
る
者
と
す
る
。
セ
ラ
シ
エ
が
戴
冠
前
の
名
を

(
4
)
 

、H
，
白
内
向
。
と
称
し
た
こ
と
に
よ
り
、
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ラ
ス

-
F
フ
ァ
リ
〈
河
釦
曲

J
j

ャ
マ
J

・

カ
の
信
奉
者
、
追
従
者
た
ち
は
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
と
呼
ば
れ
た
。
彼
ら
は

一九一一一

O
年
以
降
、
都
制
余
曲
折
を
緩
な
が
ら
も
そ
の
数
と
影
響
力
を
増
大
し

て
今
日
に
至
っ
て
い
る
の
で
、
全
体
を
遼
動
体
ハ
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
(
ア

ン
)



ラスタフアリアンの讃美歌

運
動
)
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
す
る
。

開
円
運
動
は
そ
の
発
生
当
初
よ
り
、
一
般
的
に
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
や
ア
ウ
ト

ロ
!
の
「
奇
異
な
」
宗
教
と
い
っ
た
社
会
的
汚
名
を
濯
が
れ
て
き
た
。
そ
れ

で
、
園
内
で
の
調
査
・
研
究
の
対
象
に
は
あ
ま
り
な
ら
ず
、
多
く
の
偏
見
と

侮
蔑
に
満
ち
た
解
釈
が
擁
さ
れ
、
た
い
て
い
は
そ
の
実
体
と
現
状
認
識
に
欠

け
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
重
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
集
会
で
音
楽
は
欠
か
せ
な

い
が
、
近
辺
の
者
が
そ
の
音
を
耳
に
し
、
ま
た
惹
か
れ
て
覗
き
に
来
る
こ
と

が
ま
ま
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
ご
く
限
ら
れ
た
者
で
、
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
音
楽
は

一
般
国
民
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
ス
ラ
ム

音
楽
は
ド
ラ
ム
が
中
心
で
あ
り
、
「
ア
フ
リ
カ
的
」
過
き
て
粗
野
〈
「
野
蛮
」
〉

に
聞
こ
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
奴
隷
制
時
代
よ
り
受
け
継
が
れ

て
き
た
人
種
や
色
に
対
す
る
パ
ラ
ノ
イ
ア
的
偏
見
に
一
因
す
る
、
複
雑
な
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
問
題
を
含
む
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
ヵ
リ
プ
海
地
域
(
特
に
英
語
圏
〉
に
お
い
て
各
界
の
多
大
な

関
心
と
論
議
を
集
め
て
い
る
ラ
λ

タ
フ
ァ
リ
運
動
理
解
の
た
め
、
ま
た
同
運

動
を
過
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ
社
会
・
文
化
の
、
ひ
い
て
は
「
新
世
界
の
デ
ィ
ア

ス
ポ
ラ
」
、
す
な
わ
ち
底
辺
層
の
黒
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
採
る
た
め

に
現
地
で
調
査
・
研
究
し
た
資
料
を
も
と
に
、
彼
ら
の
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
音
楽

の
一
部
を
、
簡
単
に
紹
介
し
論
ず
る
。

ー

一、
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
音
楽
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

意
義

カ
ヲ
プ
海
地
域
の
文
化
に
お
い
て
音
楽
の
役
割
・
機
能
が
特
に
重
要
で
あ

る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
核
が
、
奴
隷
貿
易
で
運
ば

れ
た
濁
ア
フ
リ
カ
の
黒
人
と
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
こ
と
も
、
ジ

ャ
ズ
や
ブ
ル
ー
ス
(
北
米
)
、
ボ
サ
ノ
バ
、
サ
ン
パ

ハ
ト
リ
ニ
ダ
i
ド
〉
や
ル
ン
バ

は
カ
ヲ
プ
ソ

既
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ハ
ブ
ラ
ジ
ル
)
、
あ
る
い

〈
キ
ュ
ー
バ
〉
を
知
る
者
な
ら

ハ田
-S)次
に
ロ
ッ
ク
・
ス
テ

ジ
ャ
マ
イ
カ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
ス
カ
i

デ
ィ
〈
g
n
r
・2
g
a志
、
そ
し
て
レ
ゲ
エ
へ
と
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
形
成

過
程
に
つ
い
て
は
別
途
に
論
ず
る
こ
と
に
す
る
が
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
発
生

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
の
が
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
で
あ
る
。
彼
ら
の
思
想
、

信
条
や
鋭
敏
な
社
会
感
覚
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
音
楽
に
反
映
さ
れ
て
き

た。

- 57-

ア
フ
リ
カ
音
楽
の
特
徴
す
な
わ
ち
、
ド
ラ
ム
そ
の
他
の
打
楽
器
の
重
要
性
、

複
雑
な
リ
ズ
ム
(
感
覚
)
、
鼻
音
が
か
っ
た
、
あ
る
い
は
平
た
い
発
声
法
、

反
復
、
呼
応
方
式
、
短
い
フ
レ
ー
ズ
、
西
欧
的
終
止
法
無
視
等
の
携
造
、
歌

詞
の
社
会
性
、
ま
た
農
寓
な
即
興
性
等
は
、
カ
リ
プ
海
地
域
に
も
継
承
さ
れ
、

そ
れ
ら
を
軸
に
新
し
い
創
造
が
成
さ
れ
て
き
た
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
お
け
る
種

々
の
民
俗
音
楽
に
も
、
ま
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
に
も
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
基

本
的
に
見
い
出
さ
れ
る
。
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
音
楽
〈
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
で
も
レ
ゲ

エ
で
も
〉
も
同
様
で
あ
る
。

ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
は
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
と
遠
い
、
前
述
の
よ
う
に
、
ラ

ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ず
、
彼
ら
自
身
の
儀
式



〈

5
)

や
「
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
言

5
5え
芯
ロ
)
、
そ
の
他
種
々
の
集
ま
り
で
の

み
聞
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
、
絞
ら
の
宗

教
的
ア
イ
デ

γ
テ
ィ
テ
ィ
を
発
露
し
、
か
つ
教
育
的
、
ま
た
娯
楽
的
意
義
を

も
持
つ
だ
け
に
、
緩
ん
俗
不
可
分
の
「
最
も
大
切
な
時
」
と
さ
え
考
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
時
表
出
す
る
(
身
体
器
官
、
楽
器
、
環
境
よ
り
発
す
る
)
音
は
、

ま
さ
に
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
示
す
。
こ
れ
を
抜
き
に
し
て
は
ラ
ス

タ
ブ
ア
リ
研
究
は
骨
抜
き
と
な
る
。
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
に
依
る
貢
献
が
大

き
か
っ
た
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
資
楽
を
考
察
す
る
う
え
で
も
、
雨
明
月
の
剣
の
片
濁
と

し
て
、
ナ
イ
ヤ
ピ

γ
ギ
音
楽
研
究
は
大
切
な
の
で
あ
る
。

鶏
査
呂
的

本
研
究
は
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
が
中
心
と
な
っ
た
。
音
楽
研
究

の
援
要
性
は
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
遼
動
の
笑
態
調
査
と
、
現
代
ジ
ャ
マ
イ
カ
文
化

の
現
状
理
解
を
目
的
と
し
て
い
た
筆
者
が
、
現
地
経
験
で
自
纏
め
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
は
、
音
が
溢
れ
て
い
た
。
街
で

は
、
議
活
街
か
ら
、
パ

i
か
ら
、
デ
ィ
ス
コ
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
が
大
き

く
鳴
り
響
き
、
遂
行
く
人
々
の
中
に
、
そ
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
〈
時
に
は

身
体
を
ゆ
す
っ
て
)
歩
き
、
口
ず
さ
み
、
ま
た
携
帯
ラ
ジ
オ
を
耳
に
す
る
者

を
多
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
、
ぎ
る
。
音
楽
の
あ
る
と
こ
ろ
、
人
が
た
ま
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
人
の
音
楽
好
き
は
有
名

「
骨
の
髄
ま
で
感
じ
、
-
皮
粛
の
下
ま
で
音
楽
が
唆
む
」
と
さ
え
言
わ
れ

2 で、る。
ま
た
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
、

口
伝
え
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
i
シ
ョ
ン
の
菌
、

号
本
伝
統

が
生
き
て
い
る
国
で
あ
る
。
人
々
の
お
し
ゃ
べ
り
は
社
会
の
榛
と
も
な
っ
て

い
る
。
(
こ
れ
も
複
先
西
ア
フ
ヲ
カ
人
の
無
文
字
文
化
の
伝
承
と
さ
れ
る
J

援
活
売
り
や
行
商
人
、
ま
た
知
合
い
同
士
の
会
話
、
ま
し
て
や
市
場
と
な
る

と
、
か
ん
高
く
張
り
の
あ
る
声
の
洪
水
に
取
り
囲
ま
れ
る
ζ

と
と
な
る
。
そ

し
て
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
英
語
の
パ
ト
ワ
ハ
官
同
己
申
〉
は
、
抑
揚
の
激
し
い
、
そ

れ
自
身
が
音
楽
の
よ
う
な
言
葉
で
あ
る
。
そ
し
て
国
民
の
大
半
の
下
層
階
級

は
、
小
学
校
を
出
て
い
れ
ば
良
い
方
と
さ
え
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
正
規
の
学

校
教
脊
の
水
準
と
程
度
も
低
い
。
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
調
査
者

nv
ア
リ
テ
ィ

を
生
の
音
声
へ
、
民
常
生
活
の
現
実
へ
、
身
体
器
官
を
総
動
員
さ
せ
る
こ
と

に
向
か
わ
し
め
た
の
で
あ
る
。

3

調
査
方
法

特
定
の
調
査
期
践
を
予
め
設
定
す
る
こ
と
は
、
筆
者
を
取
h
ノ
巻
く
地
理
的

条
件
・
社
会
潔
境
ゆ
え
不
可
能
で
、
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
の
集
ま
り
が
あ
る
と
知

る
や
、
滞
在
中
(
柑
何
年
ぬ
月
J
初
年
7
月
)
、
可
能
な
凝
り
都
合
を
つ
け
て

参
加
す
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
普
通
の
集
ま
り
で
定
期
的
に
行
な
わ
れ
る
こ

〈

6
〉

と
が
知
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
集
会
所
付
近
の
致
治
・
社
会
情
勢
や
交
通

手
段
、
イ
ン
ブ
ォ

i

マ
ン
ト
ハ
必
ず
し
も
伴
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
〉
の
都

合
等
に
よ
り
参
加
し
た
。

ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
は
様
々
な
所
で
様
々
な
集
会
を
持
つ
た
め
、
一
般
化
す
る

こ
と
を
濁
難
な
ら
し
め
る
穫
で
あ
る
が
、
大
き
な
集
団
・
組
織
と
ご
く
少
数

の
ケ
ー
ス
合
会
み
、
そ
の
多
様
性
を
も
把
援
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
情
報
提

供
に
お
い
て
有
益
で
あ
っ
た
主
た
る
調
査
地
は
〔
地
図
1
・
2
〕
を
参
照
さ

-58-
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れ
た
い
。

ヴ
ュ

i
も
行
な
っ
た

0

4

綱
道
内
容

当
初
の
目
的
が
ラ
ス
タ
ブ
ァ
リ
運
動
自
体
の
実
態
を
探
る
こ
と
に
あ
っ
た

た
め
、
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
の
調
査
も
そ
の
一
環
と
し
て
行
な
っ
た
。
様
々

な
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
自
然
に
後
ら
の
世

、
界
の
内
奥
へ
と
導
き
、
運
動
の
や
心
を
成
す
宗
教
綴
の
篠
認
と
官
岡
崎
燃
の
場
グ

ラ
ウ
ネ
l
シ
ョ
ン
の
存
在
と
、
そ
こ
で
の
音
楽
の
役
割
が
非
常
に
重
要
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
た

Q

こ
の
体
験
を
通
し
て
の
認
識

を
も
と
に
、
彼
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
迫
る
た

め
の
直
接
・
間
接
の
資
料
と
し
て
、
古
田
や
音
楽
で
し

か
表
現
し
え
な
い
も
の
や
そ
れ
ら
を
通
し
て
よ
り
明

ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ヅ
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
勺
に
欧
米
か
ら
の
人
類
学
者
等

ハ
7
〉

の
謁
査
活
動
に
よ
り
、
不
快
な
経
験
を
持
っ
た
考
が
多
く
い
た
。
そ
の
こ
と

も
あ
り
、
ま
た
彼
ら
の
中
に
物
資
主
義
を
忌
避
す
る
考
が
か
な
り
存
在
し
た

こ
と
等
に
よ
り
、
カ
メ
ラ
や
カ
セ
ッ
ト
レ
コ
ー
ダ

i
の
使
用
は
限
定
さ
れ
た
。

そ
の
刷
物
で
の
ノ
ー
ト
と
り
も
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
蒸
本
約
に
は

参
与
観
察
方
法
を
と
号
、
ま
た
特
別
な
個
人
的
、
あ
る
い
は
集
団
的
イ
ン
タ

ジャマイカの渓俗音楽 (Fol註 MusIゅの分類
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ら
か
に
さ
れ
る
も
の
を
識
変
内
容
と
し
た
。

は
そ
の
二
泌
を
紹
介
す
る
。
大
別
す
る
と
、

ピ
ン
ギ
音
楽
の
成
立
過
程
(
起
源
)

容
)
、
そ
し
て
意
義
(
機
能
)

立
過
程
ま
で
を
紹
介
す
る
。

一郎ー

本
稿
で

ナ
イ
ヤ内

と

表

現

で
あ
る
。
今
回
は
成

ジ
ャ
マ
イ
カ
音
楽
全
体
で
の
様
々
な
視
角

か
ら
の
比
較
研
究
も
可
能
で
あ
り
(
民
俗
音
楽
に
つ

い
て
は
〔
表
1
〕
参
照
)
重
要
と
恩
わ
れ
る
が
、
別

の
機
会
に
噛
絞
り
た
い
。
持
吊
に
引
合
い
に
山
山
さ
れ
る
正

統
派
キ
リ
ス
ト
教
の
讃
美
歌
や
ゴ
ス
ベ
ル
，
フ
ォ
ー

ク
等
と
ほ
ぼ
同
様
の
役
割
・
機
能
を
担
っ
て
も
い
る

な
お
、



が
、
詳
し
い
比
較
研
究
も
割
愛
す
る
。
先
に
レ
ゲ
エ
と
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽

は
違
う
と
述
べ
た
が
、
そ
の
比
較
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
自
体
に
つ
い
て
の
考

察
も
、
紙
面
の
都
合
上
、
省
略
し
た
い
。

ラ
ス
タ
フ
7
リ
讃
美
歌
成
立
の
歴
史
(
概
略
〉

ラス声ファ担ア γの讃美歌

キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統

一九一二

O
年
に
誕
生
し
た
当
時
よ
り
、
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
主
唱
者
/
信
者
は

首
都
キ
ン
グ
ス
ト
ン
の
ス
ラ
ム
出
身
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の

一
派
と
さ
れ
る

〈
「
正
統
派
」
か
ら
は
異
端
祝
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
〉
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ア

イ
ヴ
ァ
ル
派
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
奴
隷
制
時
代
に
導
入

さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
が
、
間
関
人
奴
隷
の
問
で
白
人
の
も
の
と
は
違
っ
た
独
自

の
展
開
を
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
下
層
民
の
中
で
支
持
を
得
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
自
体
、
多
絞
に
亙
る
形
態
を
示
す
が
、
主
と
し
て
中
流
階
層
以

上
の
信
者
が
主
流
で
あ
る
正
統
派
の
礼
拝
や
伝
道
会
・
祈
祷
会
等
の
諸
集
会

の
有
様
と
異
な
り
、
身
体
器
官
を
全
て
開
放
し
て
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音
と

律
動
の
世
界
を
か
も
し
出
す
。

楽
器
に
相
関
し
て
は
、

一
般
的
に
正
統
派
教
会
で
は
ピ
ア
ノ
や
オ
ル
ガ
ン

(
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
含
む
)
と
い
う
い
か
に
も
西
洋
の
伝
統
継
承
を
伺
わ

せ
る
鍵
盤
楽
器
が
中
心
に
使
わ
れ
る
か
皆
無
(
経
済
的
理
由
等
に
よ
る
〉
で

あ
る
の
に
対
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
派
で
は
二
、
三
種
類
の
太

鼓
や
タ
ン
パ
リ

γ
、
マ
ラ
カ
ス
等
の
打
楽
器
が
中
心
で
あ
り
、
稀
に
、
ヵ
ス

タ
ネ
一ッ
ド
や
竹
笛
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
る
。

I
・
D
-
サ
ン
キ

1
3
2
Z
S
の
讃
美
歌
等
が
双
方
で
用
い
ら
れ
る
が
、

発
声
法
や
歌
唱
法
に
各
々
の
文
化
的
差
異
が
表
わ
れ
、
後
者
で
は
前
述
の
よ

う
な
ア
フ
リ
カ
的
特
徴
が
顕
著
に
な
る
。
例
え
ば
、
リ
ー
ダ
ー
が
ま
ず
歌
詞

を
大
声
で
読
ん
で
残
り
の
者
が
同
じ
箇
所
を
歌
う
(
時
に
は
叫
ぶ
〉
呼
応
方

式
の
変
形
や
、
ま
た
即
興
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
る
。
楽
器
に
よ
る
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
身
体
全
体
を
動
か
し
腐
り
な
が
ら
の
讃
美
が
行

な
わ
れ
、
そ
の
リ
ズ
ム
と
熱
狂
の
う
ち
に
〈
ラ
ム
酒
等
も
手
伝
っ
て
)
ス
ピ

リ
ッ
ト
・
ポ
ゼ
シ
ョ
ン
ハ
怒
依
)
が
頻
繁
に
起
こ
り
、
奇
声
が
聞
こ
え
る
。

リ
ズ
ム
を
手
で
叩
き
、
感
情
的
表
現
は
音
と
な
り
自
由
に
発
せ
ら
れ
る
。
よ

く
集
会
が
街
頭
で
行
な
わ
れ
る
が
、
信
者
以
外
に
集
ま
っ
た
人
々
を
讃
美
の

唱
和
へ
、
踊
り
へ
と
引
き
込
む
。

ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
多
く
が
讃
美
歌
を
継
承
し
、
そ
の
歌
詞
の
一
部
を

彼
ら
の
信
条
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
る
(
後
述
)
の
も
、

信
者
の
多
く
が
ジ

門

8
〉

ヤ
マ
イ
カ
全
体
の
キ
リ
ス
ト
教
化
、
特
に
こ
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ア
イ
ヴ
ア

ル
派
の
伝
統
よ
り
生
ま
れ
た
こ
と
で
説
明
が
つ
く
。
ラ
ス
タ
フ
ァ
ロ
讃
美
歌

の
成
立
、
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
の
形
成
や
発
展
は
、
取
り
も
直
さ
ず
ラ
ス
タ

フ
ァ
リ
運
動
そ
の
も
の
の
成
立
と
展
開
問
、
特
に
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
形
成
し
発
展
さ
せ
て
き
た
こ
と
を
物
語
る
。
キ

F
ス
ト
教
の
影
響
を
色
濃

く
受
け
、
聖
書
を
聖
典
と
し
、
独
自
の
解
釈
を
施
し
、
讃
美
歌
を
こ
よ
な
く

〈

9
)

愛
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
数
多
く
の
独
自
の
「
讃
美
歌
」
を
編
曲
作
品
開
し
て
き

た
の
で
あ
る
。

- 61-

ラ
ス
タ
フ
ァ
り
ア
ン
の
独
自
性
は
、
主
と
し
て
彼
ら
な
り
の
袈
番
解
釈
に



よ
る
神
鏡
や
宇
宙
/
世
界
観

(ngSo--坦
)
に
あ
る
。
ラ
ス
・
タ
フ
ァ
リ

ハ
舎
ブ
シ
ご
を
喰
一
の
神
、
隅
然
い
神
と
し
、
黒
人
優
越
中
中
山
畿
に
綴
き
、
民

統
派
キ
リ
ス
ト
教
の
説
く
原
罪

i
媛
索
中
心
の
福
音
主
義
で
は
な
く
、
性
善

説
に
近
い
人
間
謡
款
の
立
場
を
と
る
。
「
魂
」
の
教
済
よ
り
社
会
的
(
世
俗

的
〉
救
済
を
主
張
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
カ
リ
ブ
海
地
域
特
異
の
歴
史
的
背

景
が
あ
る
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
。

2

先
駆
者
と
し
て
の
ガ
l
ヴ
ェ
イ
運
動
と
ベ
ド
ワ

i
F派

こ
こ
で
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
「
史
上
最
大
」
で
「
最
も
過
酷
な
」

奴
隷
貿
効
、
奴
隷
鋭
、
間
百
年
余
の
綴
災
地
支
配
、
人
種
ハ
幾
人
〉
幾
別
等

々
の
言
い
古
さ
れ
た
汚
点
は
今
も
潟
、
根
深
く
人
々
の
心
に
棲
み
つ
き
、
決

し
て
過
去
の
も
の
で
は
な
い
。
運
動
の
誕
生
当
時
は
様
々
な
社
会
的
混
乱
も

あ
っ
た
が
、
合
衆
国
同
に
お
い
て
よ
り
名
声
を
樽
し
偉
大
な
貢
献
を
し
た
黒

人
復
権
運
動
の
主
鳴
者
の
一
人
、
了
カ
ス
・
ガ

i
ヴ

a

イ

ハ

喜

5
5

の
言
語
可

L
∞勾
1
5き
〉
の
後
継
者
/
末
喬
と
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
が
一
言
わ

れ
る
(
ま
た
彼
ら
の
多
く
は
、
ガ
i
ヴ
ェ
イ
を
偉
大
な
予
告
一
一
口
者
と
見
数
し
て

い
る
〉
の
も
、
文
化
・
社
会
・
政
治
運
動
体
と
も
な
る
間
運
動
発
生
の
獲
史

ハ
mw〉

の
必
然
的
要
因
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
が
、
彼
の
「
霊
山
い
神
」
観
は
正
統
派

キ
予
ス
ト
教
の
神
を
塁
間
く
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か
と

言
う
と
ラ
ス
タ
ブ
ア
ジ
ア
ン
が
最
も
忌
み
嫌
う
カ
ト
ヲ
シ
ズ
ム
に
近
い
要
素

を
持
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
の
な
か
で
も
「
ラ
ア
オ
ピ

ア
正
統
教
会
」
(
雪
Z
o
Z
8
0
2吉弘
C
H
n
E
2
F
一
九
七

O
年
に
ジ
ャ

マ
イ
カ
へ
到
来
)
や
「
エ
チ
オ
ピ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
グ
レ

ハn
oロ
間
『

g
ろ
と
略
さ
れ
通
称
「
ボ
ボ
」

(Mwozm〉
と
呼
ば
れ
る
グ

ル
ー
プ
等
は
、
そ
の
儀
礼
に
お
い
て
、
彼
ら
の
滋
滋
・
た
て
ま
え
と
は
矛
勝

ず
る
よ
う
な
カ
ト
ジ
シ
ズ
ム
の
雰
密
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。

ま
た
一
つ
の
歴
史
的
要
因
に
、

A
-
ベ
ド
ワ
ー
ド
(
切
昆
唱
恒
三
)
の
率
い

た
。
フ
ラ
ッ
ク
・
リ
グ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
派
の
、
体
制
へ
の
反
乱
と
黒
人
と
し
て
の
存

厳
間
間
後
に
つ
い
て
の
提
唱
が
あ
る
。
キ
ン
グ
ス
ト
ン
東
北
部
の
ス
ラ
ム
ハ
〔
地

図
2
〕
オ
l
ガ
ス
ト
・
タ
ウ
ン
)
で
発
生
し
、
病
気
治
癒
な
ど
の
奇
蹟
(
の

効
果
)
ゆ
え
に
信
者
が
移
し
く
増
加
し
た
。
現
在
は
微
小
だ
が
、
一
九
二

0

年
代
当
時
は
、
政
治
的
に
も
総
民
地
当
局
に
抗
議
行
進
ナ
る
な
ど
し
て
大
衡

激
を
与
え
た
。
後
の
「
不
吉
な
」
あ
る
い
は
奇
妙
な
予
言
は
世
間
の
注
目
・

戦
笑
の
的
と
も
な
号
、
歌
に
さ
れ
た
程
で
あ
る
。
袴
観
や
聖
書
の
解
釈
を
め

ぐ
り
ラ
ス
タ
フ
ァ
9
ア
ン
と
は
棺
入
れ
な
い
部
分
が
か
な
り
あ
る
が
、
黒
人

と
し
て
の
自
覚
と
主
体
性
の
回
復
は
、
ガ
l
ヴ
千
イ
遼
動
と
共
に
、
か
な
り

吸
収
さ
れ
た
と
号
?
え
る
。

ス
'-

~ 62一

ガ
I
ヴ
ェ
イ
運
動
や
ベ
ド
ワ

i
F
派
は
、
各
与
の
音
楽
的
要
素
よ
ち
も
む

し
ろ
社
会
・
文
化
的
思
想
簡
で
影
饗
な
及
ぼ
し
た
が
、
こ
れ
は
後
述
ハ
「
表

現
」
の
項
)
す
る
よ
う
に
、
歌
詞
に
お
い
て
も
反
験
さ
れ
て
い
る
。

一
九
四

0
年
代
後
半
に
な
る
ま
で
ラ
ス
タ
フ
ア
ザ
ア
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
、

ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ア
ル
派
と
同
様
の
音
楽
し
か
儀
礼
音
楽
と
し
て
知

ら
な
か
っ
た
。
向
じ
ス
ラ
ム
に
潟
を
寄
せ
合
い
な
が
ら
も
、
は
っ
き
り
と
兵

お
の
ず

な
る
神
観
と
聖
書
解
釈
は
、
自
と
生
活
様
式
の
程
遠
を
次
第
に
生
み
出
し
て

ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
双
方
で
信
者
獲
得
の
た
め
集
会
を
開
い
た
9
し
て



意
を
用
い
、
相
相
互
関
係
は
時
に
は
険
悪
に
な
る
程
、
敵
対
感
情
も
存
在
し
た

と
吾
一
一
口
ぅ
。
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
に
と
っ
て
、
徐
々
に
「
新
し
い
」
彼
ら
独
自

の
音
楽
が
必
要
に
な
っ
た
の
は
、
底
辺
層
の
黒
人
が
聖
書
と
い
う
最
高
の
権

威
を
武
器
に
、
ブ
ラ
ッ
ク

-
F
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
派
と
も
違
う
予
言
の
成
裁
を

新
し
く
発
見
〈
党
態
〉
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ケ

i

γ

ョ
ン
の
形
成
が
、
希
求
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ラスタブァロアンの讃美歌

オスチィナート

〔楽蟻 t)ラスタフアリアンとブルの基本的リズム・パターン

(高音)

?ミ:I ベース 1:r主

フンデ13)ミ心
ラスタフア

リアン

ベース1:廿tUミ:I 
フンデI:ntn プル

業リピーターについては、後で F表王建Jの壊で紹介する。

ラスタフアリアン・ベースのヴァリエーションの例

1: r ~ u ~ :11:ワミ ミ:1
cf. 

ブ
ル
(
同
W
E
2
a〉
の
影
響
に
つ
い
て

ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
の
形
成
と
発
展
に
一
大
貢
献
を
し
た
の
は
、
故
カ
ウ

ン
ト
・
オ
シ

!
(
n
o
g件
。
訟
即
時
〉
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
一
の
マ
ス
タ

ー
・
ド
ラ
マ
ー
で
あ
り
、
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
音
楽
に
特
有
な
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン

の
生
み
の
親
と
言
っ
て
も
よ
い
人
物
で
あ
る
。
少
年
期
の
ス
ラ
ム
生
活
で
ラ

ス
タ
フ
ァ
リ
信
仰
を
持
っ
た
彼
は
、
同
じ
く
ス
ラ
ム
居
住
者
で
「
賎
民
」
、
「
社

会
的
務
伍
者
」
等
と
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
に
も
似
た
よ
う
な
汚
名
を
艇
が
れ

て
い
た
プ
ル
(
回
匡
ミ
ロ
)
と
呼
ば
れ
る

人
々
の
中
の
ド
ラ
ム
名
手
を
節
と
仰
い

で
い
た
。
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
・
リ
ズ
ム
が

彼
自
身
の
鋭
意
と
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ

ン
に
依
る
一
燃
が
大
き
か
っ
た
と
は
一
言
え
、

プ
ル
音
楽
の
リ
ズ
ム
感
覚
は
身
に
つ
い

て
い
た
と
言
加
え
よ
う
。
両
者
を
聴
き
比

べ
て
み
て
ハ
テ
ン
ポ
は
プ
ル
の
方
が
や

や
速
い
が
可
数
多
い
民
俗
音
楽
の
ヲ

ズ
ム
の
中
で
こ
れ
程
酷
似
し
て
い
る
も

の
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
音
識
で
強
い

て
表
現
す
る
と
上
記
の
よ
う
に
な
る
。

一
九
四

0
年
代
当
時
は
、
ブ
ル
音
楽

と
言
え
ば
、
侮
蔑
を
も
含
め
た
意
味
で

「
非
常
に
ア
フ
リ
カ
的
」
で
あ
る
と

1: t r r r =11:白庁庁r:1 
繍 2)ラスタファけン、ブル、クミナ主主主芸品ム

・パターンの相違 3 

•. 
1
p
p

、
ラスタファーミース I:ト

ドUt U t:1 
(高官) 一一

1: UγU'1 U1 U'1: 
(低音)

t 

ブル・ベース

クミナ・バンドゥ
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さ
れ
て
い
た
。
都
市
化
に
伴
う
地
方
よ
り
都
市
へ
の
人
口
流
入
は
、
最
大
の

都
市
キ
ン
グ
ス
ト
ン
に
も
世
に
悪
名
を
轟
し
た
一
大
ス
ラ
ム
を
形
成
し
た
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
プ
ル
と
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
聞
で
、
相
互
に
欠
け
て
い

た
も
の
を
補
充
し
合
い
、
魅
力
を
与
え
合
う
、
と
い
う
磁
力
関
係
の
よ
う
な

も
の
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
信
仰
と
そ
の
黒
人
意
識
と
文

化
の
覚
醒
と
活
性
化
は
、
特
に
底
辺
層
の
黒
人
で
個
人
的
な
、
ま
た
社
会
的

な

な
欲
求
不
満
と
苦
悩
を
嘗
め
さ
せ
ら
れ
た
者
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。

プ
ル
に
は
個
有
の
宗
教
は
な
く
、
各
人
各
様
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
ア
フ

リ
カ
」
を
唱
え
、
グ
ラ
ウ
ネ

I
シ
ョ
ン
と
い
う
特
有
な
交
わ
り
を
持
ち
、
明

確
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
与
え
得
る
要
素
に
満
ち
た
ラ
ス
タ
ブ
ア

リ
運
動

に
、
プ
ル
の
多
く
が
吸
収
さ
れ
た
。
ブ
ル
の
「
社
会
的
」
音
楽
を
共
に
楽
し

み
共
有
す
る
な
か
で
、
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
独
自
の
音
楽
を
求
め
る
試
み
が

意
識
的
・
無
意
識
的
に
な
さ
れ
、
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
形
成
に
プ
ル
音
楽
が

大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ド
ラ
ム
そ
の
他
の
打
楽
器
の

(uu 

種
類
、
名
称
、
作
成
法
、
形
態
等
に
も
示
さ
れ
る
。
カ
ウ
ン
ト
・
オ
シ
ー

は
、
パ
ケ
ッ
、
鍋
、
ド
ラ
ム
缶
等
身
辺
の
物
を
叩
い
て
長
年
修
練
を
積
ん
だ

後
、
プ
ル
の
マ
ス
タ
ー
・
ド
ラ
マ
ー
に
彼
個
人
の
ド
ラ
ム
を
作
成
し
て
も
ら

っ
た
。

ク
ミ
ナ
(
関
田
岡
田
冒
と
の
影
響
に
つ
い
て

プ
ル
程
の
影
響
力
は
無
い
が
、
音
楽
と
し
て
の
要
素
で
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音

楽
形
成
の
貢
献
に
一
役
あ
っ
た
可
能
性
を
論
じ
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
伝
統
は
、

ク
ミ
ナ
〈
伏
広
B
Zる
で
あ
る
。
プ
ル
は
「
ア
フ
リ
カ
的
」
と
さ
れ
る
わ
り

4 

に
は
先
祖
か
ら
の
口
承
伝
統
が
受
け
継
が
れ
ず
、
ま
た
き
し
て
重
要
な
伝
統

を
担
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
も
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
と

の
事
実
上
の
関
係
も
、
ま
た
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
の
歴
史
的
展
開
も
ほ
と
ん
ど
知

ら
れ
て
い
な
い
。
ハ
調
査
・
研
究
の
対
象
で
は
、
こ
の
音
楽
面
を
除
い
て
は

ほ
と
ん
ど
皆
無
で
あ
っ
た
。)
そ
れ
に
反
し
て
ク
ミ
ナ
は
同
じ
く
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
も
衰
退
し
つ
つ
あ
っ
た
。
が
、
近
年
の
ア
フ
リ
カ

的
文
化
遺
産
の
見
直
し
の
活
発
化
に
伴
い
、
ク
ミ
ナ
の
長
老
達
が
今
だ
に
そ

の
ル

1
ツ
で
あ
る
コ
ン
ゴ
文
化
を
濃
厚
に
保
持
し
て
い
る
(
そ
の
言
一
諮
の
キ

コ
ン
ゴ

(
E
E口
問
。
)
は
歌
詞
に
も
表
わ
れ
る
)
こ
と
も
あ
り
注
目
を
浴
び
、

国
を
挙
げ
て
の
音
楽
と
踊
り
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
等
を
見
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
そ
の
伝
統
芸
能
は
リ
グ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
さ
れ
て
い
る
。
〔
写
真
参
照
〕

ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
現
在
賛
否
両
論
あ
る
。
詳

細
な
分
析
と
論
議
は
省
略
す
る
が
、
焦
点
は
ド
ラ
ム
の
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
一

方
は
、
そ
の
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
が
似
て
い
る
だ
け
で
も
有
力
な
証
拠
に
な

る
と
す
る
が
、
他
方
は
楽
器
や
テ
ン
ポ
等
に
関
す
る
他
の
音
楽
的
要
素
、
ま

た
宗
教
や
宇
宙
/
世
界
観
、
生
活
信
条
や
様
式
を
含
む
文
化
的
要
素
の
相
違

を
よ
り
重
視
し
、
前
者
を
否
定
す
る
。

そ
の
基
本
的
な
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
の
音
楽
表
記
は
〔
楽
譜
2
〕
の
よ

う
に
な
る
。
ク
ミ
ナ
で
は
二
つ
の
ド
ラ
ム
が
使
わ
れ
、

一
方
を
パ
ン
ド
ク

(関
σ自
島
区
〉
、
他
方
を
プ
レ
イ
ン
グ
・
キ
ャ
l
ス
あ
る
い
は
単
に
キ
ャ
l
ス

と
呼
ば
れ
る
。
基
本
的
リ
ズ
ム
〈
オ
ス
テ
ィ

- 64ー

(
同
】
目
白
三
口
町
円
白
血
件
。
吋
n
M福
田

)

ナ
l
ト

(
O
由
江
田
国
件
。
)
パ
タ
ー
ン
)

は
パ
ン
ド
ク
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
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フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
に
出
場
し
た
ク
ミ
ナ
の
伝
統
を
持
つ
セ
ン
ト
・
ト
マ

ス
行
政
教
区
の
有
志
。
老
若
男
女
を
問
わ
ず
奏
し
、
歌
い
、
そ
し
て
踊
る
。

(
写
真
上
〉

正
真
正
銘
の
ク
ミ
ナ
・
ド
ラ
マ
ー
二
人
。
右
端
の
ド
ラ
マ
ー
と
立
っ
て
削

り
器
(
帥

ng宮
る
を
こ
す
っ
て
い
る
の
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
最
も
著
名
と

言
わ
れ
る
ジ
ャ
マ
イ
カ
・
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
ズ
の
メ
ン
バ
ー
。
(
写
真
下
)

- 65ー
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ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
や
プ
ル
の
ベ
l
ス
と
フ
ン
デ
の
組
合
せ
と
似
た
パ
タ
ー

ン
と
ピ
ッ
チ
を
示
す
。

し
か
し
、

タ
ミ
ナ
の
テ
ン
ポ
は
非
常
に
速
く
(

M

H

ア
レ
グ
レ
ッ
ト
d

か
ら

グ
ピ
パ
l
チ
ェ
H
H

位
に
一
旦
る
)
、
そ
の
速
度
を
落
と
し
て
(
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ

で
は
グ
ア
ン
ダ
ン
テ
。
か
ら
、
熱
狂
的
に
高
揚
し
て
も
せ
い
ぜ
い
グ
ア
レ
グ

レ
γ
ト
。
ま
で
)
よ
う
や
く
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
・
オ
ス
テ
ィ
ナ

l
ト
に
似

る
程
度
で
あ
る
。
ま
た
プ
レ
イ
ン
グ
・
キ
ャ
l
ス
ハ
パ
ン
ド
ゥ
よ
り
や
や
小

に
よ
っ
て
奏
さ
れ
る
リ
ズ
ム
は
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
や
ブ
ル
の
リ

ト

1
畠
守

y
r

ピ
l
タ

I
と
同
様
「
諮
り
」
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
が
、
そ
の
グ
カ
ッ
ト
グ

(
奏
法
〉
は
異
な
る
。
ま
た
〔
写
真
〕
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
双
方
の
ド
ラ

ム
は
向
か
い
合
っ
て
馬
乗
り
き
れ
、
片
方
の
ド
ラ
ム
の
後
方
か
ら
第
三
奏
者

が
ド
ラ
ム
の
胸
部
外
側
を
二
本
の
パ
チ
で
叩
く
。
こ
れ
は
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ

ア
ン
に
も
.
フ
ル
に
も
、
ま
た
ジ
ャ
マ
イ
カ
中
で
も
見
ら
れ
な
い
、
ク
ナ
ミ
独

さ
め
)

自
の
奏
法
で
あ
る
。

ク
ミ
ナ
は
ド
ラ
ム
だ
け
の
宗
教
音
楽
で
あ
る
。
儀
礼
の
最
中
に
の
み
奏
さ

れ
、
そ
の
強
烈
な
ド
ラ
ム
演
奏
は
独
自
の
踊
り
を
伴
わ
せ
る
。
歌
詞
に
も
彼

ら
の
宇
宙
/
世
界
観
が
反
映
さ
れ
る
が
(
本
稿
で
は
省
略
す
る
〉
、
そ
の
よ

う
な
強
い
宗
教
性
と
コ
ン
ゴ
・
ア
ン
ゴ
ラ
地
域
に
起
源
を
も
っ
歴
史
的
事
実

等
は
、
た
と
え
長
い
ク
リ
オ

l
ル
化
(
ク
リ
オ
ラ
イ
ゼ

l
シ
ョ
ン
【

ugcz・

図
書
旨
)
過
程
で
ク
ミ
ナ
の
本
来
的
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
っ
て
も
、
そ
れ

に
比
べ
れ
ば
父
祖
の
地
ア
フ
リ
カ
の
伝
統
を
ほ
と
ん
ど
継
承
し
て
い
な
い
、

ハ
回
)

l

'

新
し
い
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
宗
教
と
は
全
く
異
質
の
も
の
で
あ
る
。
ク
ミ

ナ
に
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
は
な
く
、
歌
の
旋
律
も
歌
詞
も
、
讃
美
歌
的
な
西

欧
の
響
き
は
な
い
。

ま
た
、
黒
人
下
層
民
の
も
の
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
が
、
同
じ
ス

ラ
ム
地
区
に
住
ん
で
い
て
も
、
(
宗
教
観
の
相
違
に
よ
る
理
解
不
足
等
の
理

由
で
〉
相
互
に
反
目
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
あ
の
カ
ウ
ン
ト
・
オ

シ
ー
は
ク
ミ
ナ
の
伝
統
の
強
い
セ
ン
ト
・
ト
マ
ス
行
政
教
区
出
身
で
も
あ
り
、

そ
の
宗
教
に
も
音
楽
に
も
あ
る
程
度
通
じ
て
い
た
。
が
、
自
ら
の
、
ま
た
大

多
数
の
国
民
の
黒
人
グ
ル
l
ツ
。
は
ア
フ
リ
カ
に
あ
る
と
自
覚
し
、
ア
フ
リ

カ
的
な
伝
統
遺
産
を
尊
重
は
し
て
も
、
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
信
仰
に
生
き
る
彼
は
、

そ
れ
か
ら
来
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
音
楽
的
素
質
等
に
よ
っ
て
ナ
イ
ヤ

ピ
ン
ギ
・
り
ズ
ム
を
編
み
出
し
た
の
だ
、
と
す
る
説
の
方
が
説
得
力
に
富
む

- 66ー

ょ
う
で
あ
る
。

以
上
、
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
形
成
に
思
想
面
を
除
い
て
影
響
し
た
と
考
え

ら
れ
る
園
内
の
二
つ
の
伝
統
、
プ
ル
と
F
ミ
ナ
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
た
。

歌
詞
は
思
想
を
直
接
的
に
も
反
映
す
る
が
、
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

讃
美
歌
/
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
、
そ
れ
に
ラ
ス
タ
ブ
ア

リ
運
動
独
自
の
世
界
観
と
言
語
表
現
(
「
ラ
ス
タ
ロ

i
グ
」
(
河
川
g
g
Z問
Z
O
)
、

「
ア
イ

F
ル」

2
・
sσ
言

語

♀
一面
薬
)
等
々
と
呼
ば
れ
る
)
を
重
ね
合
わ

せ
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
旋
律
は
讃
美
軟
調
で
あ
っ
た
り
、
ま

た
ア
フ
リ
カ
的
で
あ
る
よ
り
は
西
欧
調
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
あ
る
と
言
っ
て

よ
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
次
回
に
表
現
内
容
を
紹
介
す
る
際
に
例
示
す



ラスタブァ Fアγのま震笑歌

る
こ
と
に
す
る
。註

〈
次
回
に
続
く
)

〈
1
〉
レ
ゲ
エ
(
同
州
選
岡
田
。
〉
に
つ
い
て
は
、
総
務
修
士
論
文

3
Z
Z
F

J

叫
し
の
特
に
の
戸
〈
ロ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
2
)
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
は
他
に
も
あ
る
。
意
味
は
「
抑
圧
す
る
白

人
ど
も
に
死
を
/
」
で
、
ケ
ニ
ア
の
す
ウ
マ
ウ
が
使
っ
た
も
の
を
真

似
た
と
ぎ
わ
れ
る
。
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア

γ
の
多
く
は
、
「
ピ
ン
ギ
」

ハ
初
当
m
E
〉
と
綴
め
て
呼
ぶ
。

〈
3
〉
刻
稿
〈
品
川
削
掲
論
文
〉
、
特
に
宮
町

aMMn尽
き
ゅ
の
F
H
念
参
照
さ
れ

た
い
。
民
み
に
、
ハ
イ
レ
・
セ
ラ
シ
エ
は
「
三
位
一
体
の
カ
」
を
意

味
す
る
と
僻
一
筒
わ
れ
る
。

(
4
〉
「
ラ
ス
」
は
、
ェ
チ
オ
ピ
ア
の
貴
族
の
称
号
と
言
わ
れ
る
。

ハ
5
〉
=
m
E
s
q
・
と

Z
同
0
5
。ES--
の
溌
成
穏
と
管
わ
れ
、
彼
ら

の
ユ
ニ
ー
ク
な
造
一
誌
の
一
つ
。
ほ
ぼ
向
義
の

z
g障
さ
巳
口
問
=
と
同

様
に
、
後
ら
の
宗
教
的
、
教
育
的
、
娯
楽
的
セ
ヅ
シ
ョ
ン
(
集
ま
り
)

を
指
す
。
そ
こ
で
は
、
音
楽
と
共
に
話
し
合
い
、
そ
し
て
袴
ジ
ャ
}

〈
回
田
町
:
山
岳
ミ
喜
に
市
出
来
す
る
諮
〉
へ
の
讃
美
が
な
さ
れ
る
。

ハ
8
〉
近
年
の
カ

P
ブ
海
地
域
の
弘
法
訳
出
情
勢
は
、
そ
の
政
治
・
経
済
的
変

化
に
伴
い
不
穏
で
あ
る
。
特
に
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
的
年
総
選
挙
前
の
混

乱
は
日
本
で
も
相
報
道
さ
れ
た
が
、
さ
ら
に
拙
稿
、
務
地
報
告
「
加
年

ジ
ャ
マ
イ
カ
選
挙
を
自
民
て

l
経
済
悪
化
と
社
会
主
義
政
権
の
終
蒜

i
」
吋
ア
ジ
ア
緩
済
恥
一
九
八
一
年
八
月
号
〈
〈
O
M
・
M
M
-

沼
0
・

e

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
7
〉
後
ら
の
言
い
分
に
よ
る
と
、

「
彼
ら
〈
調
査
者
〉
は
我
々
を
調
室

し
、
テ
l
プ
に
採
録
し
、
写
真
に
撮
り
、
得
た
い
情
報
だ
け
得
て
勝

手
に
解
釈
し
、
彼
ら
の
冨
で
出
板
し
利
益
を
得
て
い
る
が
、
貧
し
い

我
々
に
は
一
セ
ン
ト
も
還
元
し
て
い
な
い
J
弱
交
者
を
ま
る
で
「
搾

取
者
」
の
よ
う
に
言
う
者
も
い
た
。
後
ら
の
悪
惑
情
を
煽
る
と
、
情

報
提
供
の
返
礼
と
し
て
法
外
な
報
酬
を
強
商
冒
し
た
り
、
ツ
ィ
ル
ム
等

を
娘
前
で
焼
き
払
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

ハ
8
)

ジ
ャ
γ

イ
ヵ
、
そ
し
て
カ
リ
ブ
海
全
域
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の

到
来
と
そ
の
燦
史
的
廃
閣
議
?
に
つ
い
て
は
別
に
一
考
な
獲
す
が
、
こ

こ
で
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
へ
の
諸
島
田
派
の
到
来
年
を
示
す
に
と
ど
め
る
。

〈
な
お
英
溺
国
教
会
ア
ン
グ
リ
カ
ン
は
福
音
派
に
含
め
な
い
。
本
来

の
「
福
音
」
を
説
く
ど
こ
ろ
か
、
徳
氏
者
の
態
徳
を
擁
護
し
、
体
制

と
一
体
化
し
た
死
せ
る
宗
教
と
化
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
0

〉

モ
ラ
ヴ
ィ
ア
派
:
-
a
i
-
-
:
:
i
j
e
-
-
:
:
:
:
:
:
:
一
七
五
四
年

パ
ヅ
テ
イ
ス
ト
派
:
i
j
a
-
-
:
i
j
i
-
-
i
・e・
-
:
一
七
八
一
一
年

メ
ソ
デ
ィ
ス
ト
派
j
i
-
-
:
:
:
i
・e・
-
:
:
a
・
同
一
七
八
九
年

プ
レ
ズ
ど
テ
予
ア
ン
派
ハ
長
老
派
〉

:
:
j
a
i
-
一
八
二
七
年

間
同
み
に
、
こ
れ
ら
の
諸
派
は
奴
隷
解
放
〈
一
八
一
一
一
八
年
〉
に
大
い

に
力
が
あ
っ
た
。

ハ
9
〉
礼
拝
や
安
商
品
目

(ω
曲
芸
郁
容
〉
の
集
会
で
、
普
通
の
w

キ
リ
ス
ト
教

讃
美
歌
を
間
用
い
て
い
る
ラ
ス
タ
ブ
ァ
リ
・
グ
ル

i
プ
も
あ
る
。

ハ
叩
〉
ジ
ャ
?
イ
カ
や
そ
の
伎
の
カ

F
ブ
海
地
域
で
の
ブ
ラ
ッ
ク
'
パ
ワ

ー
の
拾
頭
と
合
衆
留
の
そ
れ
と
は
違
う
が
、
こ
こ
で
は
触
れ
ず
別
の

機
会
に
闘
し
た
い
。

〈
円
以
)
現
在
の
uy
サ
ー
チ
で
は
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
に
ブ
ル
と
呼
ば
れ
る
人
身

は
二
ケ
所
、
セ
ン
ト
・
キ
ャ
サ
9
ン
行
政
教
区
の
ス
プ

F
ン
グ
・
ヴ
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ィ
レ
ッ
ジ
と
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
行
政
教
区
の
へ
イ
ズ
に
存
在
す
る
が
、

両
者
の
音
楽
に
は
顕
著
な
相
違
が
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
こ
こ
で

は
省
略
す
る
が
、
前
者
の
み
が
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
に
酷
似
す
る
の

で
、
本
文
中
の
「
プ
ル
」
は
前
者
の
も
の
を
指
す
。

(
ロ
)
ド
ラ
ム
は
三
種
類
で
ベ

l
ス
〈

g
g
)、
フ
ン
デ

Q
E仏岳)、

(
リ
)
ピ

I
タ
l
(
(
2
)
宮
田
宮
町
)
と
呼
ば
れ
る
。
順
に
低
音
、
「
心

臓
」
(
中
央
)
、
高
音
部
を
担
当
し
、
フ
ン
デ
は
「
生
命
線
」
、
リ
ピ

ト
ー
キ
ン
グ

1
タ
l
は
「
語
り
」
の
役
割
を
果
た
す
。
概
し
て
、
山
羊
の
皮
が
用

い
ら
れ
、
マ
メ
科
の
ロ
ッ
グ
ウ
ッ
ド
等
の
木
材
を
胴
部
に
す
る
。
ベ

ー
ス
の
み
両
面
皮
が
膨
ら
れ
(
日
本
の
大
太
鼓
の
よ
う
な
物
〉
、
ボ

ロ
布
で
頭
部
を
巻
い
た
木
の
バ
チ
が
用
い
ら
れ
る
。
後
二
者
は
片
面

の
み
で
、
両
手
で
叩
く
。
一
般
に
グ
ラ
ウ
ネ
l
シ
ョ
ン
で
は
坐
っ
て

演
奏
さ
れ
る
が
、
ベ
ー
ス
は
奏
者
の
膝
の
上
に
乗
せ
ら
れ
た
り
、
置

き
台
の
よ
う
な
物
で
固
定
さ
せ
ら
れ
る
。
フ
ン
デ
と
リ
ピ
ー
タ
l
は

腰
か
け
た
奏
者
の
前
に
置
か
れ
、
両
足
の
問
に
は
さ
ん
で
音
を
調
整

し
た
り
す
る
。

他
の
打
楽
器
で
は
、
日
常
の
身
辺
に
あ
る
物
ほ
と
ん
ど
を
活
用
し
、

例
え
ば
カ
ラ
バ
ッ
シ
ュ
(
ひ
ょ
う
た
ん
〉
、
ポ
イ
ン
シ
ア
ナ
(
マ
メ

科
)
の
さ
や
、
ラ
ト
ル
(
が
ら
が
ら
)
等
の
植
物
、
お
ろ
し
金
や
削

り
器
等
の
台
所
用
品
か
ら
牛
叫
鈴
と
い
っ
た
仕
事
用
品
ま
で
が
振
ら

れ
、
打
ち
合
わ
さ
れ
、
こ
す
ら
れ
、
あ
る
い
は
叩
か
れ
る
。

〈
日
)
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
歴
史
で
は
最
も
新
し
い
宗
教
運
動
で
、
し
ば
し
ば

学
問
的
に
は
メ
シ
ア
(
宮
o
g
U
E
G
運
動
、
千
年
王
国
(
富
山
口
0
・

E
ユ

gw
冨

2
2吉
包
)
運
動
(
論
)
の
一
事
例
と
し
て
、

り
文
化
人
類
学
に
近
い
表
現
と
し
て
は
、
土
着
主
義

(
Z見
守
山
田
広
円
)
、

ま
た
よ

再
生
〈
岡
山
内
wis--N丘町
C
D
)

運
動
の
一
環
で
捉
え
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
他
、
終
末
論
(
開

R
E
S
-
o
m可
)
や
黙
示

(
K
F
H
5
2
-
3
t
n
)
運
動

の
要
素
も
重
視
さ
れ
て
よ
い
。
「
運
動
」
で
は
な
く
、
「
カ
ル
ト
」

(
2
5
と
称
さ
れ
る
場
合
も
ま
ま
あ
る
が
、
軽
蔑
的
意
味
が
込
め
ら

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
自
身
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
識
者
の
聞
で
も
よ
り
中
立
的
な
表
現
「
運
動
」
が
好
ま
れ
て

ド
グ
マ
テ
イ
ツ
タ

い
る
。
同
様
の
理
由
で
「
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
(
ア
ニ
)
ズ
ム
」
と
教
条
主
義

的
な
表
現
「
イ
ズ
ム
」
(
ム
曲
目
)
も
避
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
(
矛

盾
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
が
、
彼
ら
に
教
条
主
義
的
な
と
こ
ろ
が

意
外
に
あ
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
o
)

現
実
に
は
、
学
問
的
枠
組
を

崩
し
て
ゆ
く
よ
う
な
、
ま
た
枠
組
の
存
在
自
体
を
無
に
す
る
よ
う
な

要
素
で
満
ち
て
い
る
。
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付
記本

稿
付
、
同
は
、
一
九
八
一
年
一
月
に
筑
波
大
学
大
学
院
地
域
研
究
研
究

科
に
提
出
し
た
修
士
論
文
(
岡
山
田
町

g
pユ
吉

宮

g
r
z
T
E
a
g
υ
ロ曲

目的件。ュ
g
-
B仏
わ
己

Z
S同
盟
問
巳
ロ

gロ
no)

の
一
部
を
も
と
に
し
た
。

用
語
は
、
現
地
語
バ
ト
ワ

Q
E
o
Z
H
ジ
ャ
マ
イ
カ
ン
・
グ
リ
オ
ー
ル
英
語
)

と
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
特
有
の
一
言
語
表
現
を
活
か
し
、
筆
者
の
耳
で
聴
い
た

通
り
を
カ
タ
カ
ナ
表
現
に
し
た
。



11 Rast a-rarian Hymns tI 

--- Nyabynghi Mus i c of the Rastafar i an Movement in Jamaica --- ( 1 1 
Yoshiko NAGASHlMA 

Nastafarians are those ..... ho claim to worship or pay special attributes to the late 

Ethiopian emperor, Haile Selassie, who was called Ras Tafari. 

This paper attempt s t o explain and dis cuss what Rastafarians call " Nyabynghi 11 

originally meaning" Death t o the white oppressors 11) mnsi c as their hymns from 

historical ( origins ), contextual { expressions I contents and functional ( s i gni

ficance ) approa~hes. The writ er made field research on the Rastafarian Movement in 

Jamaica while she stayed from 1978 to 1980, and this paper is written based on the 

~ocal materials she gathered. The writer deals with their music mainly because she 

believes it -clarifies wha.t i s hidden from other approaches and confirms the hither

to-known facts concerning the movement. 

The history of Nyabynghi music signifi es also the history o f the movement and 

provides ultimately keys t o understand Rast afarians' identity and their problems. 

Nyabynghi music was born under the two strong cultures from the slavery days, .that 

is, ( Western) Christianity and ( creolized) African culture. Nyabynghi melodies 

( tones) and lyrics are strongly influenced ( more exactly, borrowed by Chris

tian hymns, though arrangements in both aspects are strictly of their Rastafa

rians' ) own ( e.g., wordings and pronunciations ). Other characteristics shown 

such as in musical instruments and rhythm patterns are reflections of African 

2 



traditions. 

Doubtlessly, the birth of the Rastafarian movement is closely linked with 

two local Black streams as precursors. One is Black Revivalism, a syncre.tic reli

gious body ( creolized Christianity) predominantly for descendants of , African 

slaves who have dwelled in slums. Particularly , Bedwardism ( a unique form of 

Black Revivalism) once stressed their black consciousness and prophesied against 

11 white oppressors n. Ano~her is Garveyi sm t a world-famous black power movement. 

Marcus Garvey's philosophy and opinions are partly but powerfully inherited to 

the Rastafarians' consciousness, thus reflected on Nyabynghi lyrics. 

In music, Burrq and Kumina ( particularly Burru ), l oca+ traditions, are 

considered to have influenced on the formation of Nyabynghi drumming. This is 
shown by the personal history of the principal initiator ( of N.drumming ), the late 

Count OGsie. Burru ( musical) characteristics are clear in the names, types, making, 

ways of playing of ·drums, and other percussive instruments ; in basic rhythm ( osti

nata ) patterns; and in other related music~l elements ( e.g., VOicing, structure,) 

as well as in socio-cultural factors. Kumina tradition, on the other hand, is contro

versial in " genuine " influence because even musical elements differ ( from ~yabyn

ghi music) excepting merely the basic ~hythm pattern. Burru music , as a social 

tradition, might have been easily adopted and arranged by early ~astafarians who 

did not have their original ( religious ) music ; whereas Kumina, a religious 

music / culture, is well imagined to have given hesitation or even objection to the 

Rastafarians vho proclaimed ~ ~ religion. ( continued ) 
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